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『他校との情報交換は電子会議室で』-電子会議室- 
 

 

 

 

 

１ 実施内容 
「校務 LAN 活用に関する調査研究」は、５名のセンター職員と７名の研究協力委員で進めていき

ました。事業を円滑に進める上では、相互に連絡を取り合う必要があることから、「SA@SCHOOL」

の「電子会議室」を利用することにしました。ここでは、学校間をまたいで「電子会議室」を設置し、

効率よく作業を進めていった事例を紹介します。 

(1) 「発言」の新規作成 

 
 

 

 
 

 

 

 

(2) 「発言」に対する「コメント」の作成 

 
  

「電子会議室名」をクリックします。 

「タイトル名」を

クリックします。

①「新規作成」をクリックします。 

②「新規作成」

用の画面が

表示されま

す。 

③「タイトル」と「本

文」を入力します。

④ファイルを添

付したり、リ

ンクを貼った

りすることも

できます。 ⑤「送信」をクリック

します。 
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下図のように、「発言」の内容が表示されます。 

 
 

 
  

①「コメントを作

成」をクリック

します。 

②添付ファイル

はこのように

表示され、ここ

からダウンロ

ードできます。

①「新規作成」

用の画面が

表示されま

す。 

③「タイトル」と「本

文」を入力します。

④ファイルを添付

したり、リンクを

貼ったりするこ

ともできます。 

⑤「送信」をクリッ

クします。 

②「コメント」

する「発言」

を参照でき

ます。 
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２ 実施後の状況（学校の先生方の声） 
「SA@SCHOOL」を立ち上げ「新着情報」の「ミニ新着情報画面を表示」をクリックし「ミニ新

着情報画面」を開いておくと、「電子会議室」への新着情報を30分ごとに確認できるので、分から

ないことの相談や進捗状況の確認などを授業の合間に行うことができ、調査研究を円滑に進めること

ができました。 

「１対１」や「１対複数人」のやりとりには「SA@メッセージ」が便利ですが、複数人が同時に参

加できる「電子会議室」は、いわゆる「ブログ」のような扱いができ、便利です。 

 

３ ワンポイントアドバイス 
(1) 議事録をつけなくても、書き込みはそのまま電子データとして記録されるというメリットがあ

ります。 

 

(2) 「電子会議室」に途中参加する人も、過去の発言をさかのぼって読むことができるため、会議

の経緯を容易に知ることができます。 

 

 

 

★ 複数校で学習指導案の検討 

★ 教科の指導法に関する情報交換フォーラム 

★ 開発した教材の学校間での共有 

 

４ 環境設定 
電子会議室を学校で作成することはできません。新規に作成する場合は、「カテゴリー登録申請書」

でヘルプデスク宛に申請する必要があります。申請方法などについては、「カテゴリー登録申請書」

内の「カテゴリー登録の申請要領」で確認してください。 

カテゴリーを作成すると、「電子会議室」と同時に「掲示板」も作成されます。また、「SA@SCHOOL」

の「カテゴリー」に登録されます。 
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